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平成25年度の事業内容

■平成25年度の工事実施箇所
・天神川水門 （継続）
・追子箇所 （継続）
・井手・馬潟箇所 （継続）
・城東下流（向島地区） （新規着手）
・竹矢矢田箇所 （新規着手）
・福富箇所 （新規着手）

福富箇所

井手・馬潟箇所

追子箇所

天神川水門

竹矢矢田箇所

城東下流
（向島地区）
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城東下流地区の工事範囲について

位置図
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 水際部は船着場やコンクリートブロック護岸が大部分を占め、ヨシ群落やコアマモは局所的
に点在する。

 ヨシ群落は捨石やコンクリートの上などに形成されている場合が多い。

現地調査結果分布図

大橋川

平面図

船着場
石積護岸＋矢板護岸
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捨石やコンクリートの上など
にヨシ群落が形成されている
場合が多い。

⇒基盤ごとの移植は困難※

捨石

ｺﾝｸﾘｰﾄ

向
島
川

剣先川

ヨシ 群 落

コア マ モ （ パ ッチ 状 ）

ヒト ハ リ ザ ト ウム シ

【  凡 　例  】

※ヨシ群落については、基盤土壌ご
と移植することにより、そこに生息
する小動物も含めた生態系の移植を
基本とする。

大橋川
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施工

大橋川改修事業環境
調査最終とりまとめ
（H２１年２月）

大橋川改修の具体的内容
（Ｈ１６年１２月）

・堤防法線公表

・汽水環境への影響評価

大
橋
川
周
辺
ま

ち
づ
く
り
検
討

委
員
会

景
観
専
門
委

員
会

事業実施手順 景観検討環境検討

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
協
議
会

事後モニタリング

松
江
市
景
観
審
議
会

大橋川周辺まちづく
り基本計画

（Ｈ21年３月）

大橋川沿川の景観形成
に関する整備方針

（Ｈ２０年１０月）

大
橋
川
景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

（
松
江
市
景
観
審
議
会
委
員
が
数
名
参
画
）

計画に則した景観検討

景観検討内容の報告

報告内容の確認・助言

反映

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
・
維
持
管
理
段
階

斐伊川水系河川整備計画
（Ｈ２２年９月）

・概ね２０年間の整備内容

・築堤護岸設計

・水門等構造物設計

大橋川環境モニタリ
ング計画書

（Ｈ２３年２月）

環境保全措置の検討

事前モニタリング

・汽水環境への影響調査

・環境保全措置

・汽水環境のモニタリング

計画等

環境保全措置
の検討

景観設計の
検討

松江市景観計画
（景観重要公共施設の

整備に関する事項）

反映

年１回以上

大橋川景観形成計画

反映

構造設計
の検討

大橋川改修の実施と景観・環境検討の流れ
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大橋川周辺のまちづくりのための地域区分

「大橋川周辺まちづくり基本方針（平成18年12月）」国土交通省・島根県・松江市策定より 5



城東下流地区の整備方針

「第２回 大橋川景観アドバイザー会議資料」（平成25年5月9日）より
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城東下流（向島地区）の整備方針

「向島地区水辺利活用ワークショップ」（平成25年7月6日）説明資料より
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城東下流（向島地区）の整備イメージ

●向島地区⽔辺利活⽤WS（7⽉6⽇開催）アンケート結果
問）⽔際の植⽣（ヨシ等）は景観上必要と思いますか？

⽔辺利活⽤ワークショップの結果を踏まえ形状等の変更を⾏う予定である
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③不要

②⾃然に⽣える程度で良い

①積極的に保全すべき
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城東下流地区の環境保全措置の考え方

【大橋川改修事業環境調査最終とりまとめ】

 上流部は市街地に当たり、歴史・伝統や生活の佇まい、都市化を感じさせる区間であり、背後の街
並みや現況の石積護岸などの風情に配慮した景観整備を行う。

 生育場整備や移植等の環境保全措置は、現況の自然環境が豊かな下流部～中流部で行う。

 当該地における保全対象種・群落の分布はわずかであり、環境条件も厳しい。また、生育基盤ごと
の移植が困難な場合が多い。

城東下流地区については、石積護岸景観の継承や水辺スポット整備などを優先する区間と

し、特に生息・生育場整備や移植等は行わない。

ただし、景観に配慮しながら捨石等でスポット的にヨシ等が生育できる環境造りを行う。
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